
議   第  ４５６  号   

平成２６年１２月１１日提出   

 

   熊本市自治基本条例の一部改正について 

 

 熊本市自治基本条例の一部を次のように改正する。 

 

熊本市長  大 西 一 史 

 

   熊本市自治基本条例の一部を改正する条例 

 

 熊本市自治基本条例（平成２１年条例第３７号）の一部を次のように改正する。 

 

 目次中 

「第５章 コミュニティ活動（第３２条・第３３条）  」 

           を            

「第５章 コミュニティ活動（第３２条－第３４条） 

 第６章 区におけるまちづくり（第３５条・第３６条）」 

に、「第６章」を「第７章」に、「第３４条・第３５条」を「第３７条・第３８条」に、

「第７章」を「第８章」に、「第３６条」を「第３９条」に、「第８章」を「第９章」

に、「第３７条－第３９条」を「第４０条－第４２条」に改める。 

 第８章中第３９条を第４２条とし、第３８条を第４１条とし、第３７条を第４０条

とし、同章を第９章とする。 

第７章中第３６条を第３９条とし、同章を第８章とする。 

第６章中第３５条を第３８条とし、第３４条を第３７条とし、同章を第７章とする。 

第３３条の次に次の１条及び１章を加える。 

（地域コミュニティ活動及び市民公益活動の連携） 

第３４条 地域コミュニティ活動及び市民公益活動を行う市民は、それぞれの活動の

特性を生かしながら相互に連携するよう努めます。 

２ 市長等は、前項の連携が円滑に行われるよう支援します。 
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第６章 区におけるまちづくり  

（区におけるまちづくり） 

第３５条 本市においては、地域の特性を踏まえた自主的で自立的な、区におけるま

ちづくりを、区役所の拠点性を生かしながら、推進します。 

２ 区におけるまちづくりは、区の住民が主体的に取り組むよう努め、区長その他の

まちづくりに携わる市の職員との協働により行います。 

３ 前項の場合において、区の住民及び区長その他のまちづくりに携わる市の職員は、

次の事項を考慮して取り組みます。 

 (1) 地域の情報を収集し、その情報を区の内外に発信すること。 

  (2) 地域における課題を的確に把握すること。 

  (3) 地域における課題の解決に向けて関係者の合意形成に努めること。 

 (4) 地域における多様な主体と連携すること。 

（組織体制の整備等） 

第３６条 市長等は、区におけるまちづくりを推進するために、必要な組織体制及び

人員体制の整備並びに予算の確保に努めます。 

 

   附 則 

 この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

 （提出理由） 

  区におけるまちづくりに関し必要な規定の新設等をするため、所要の改正を行う

必要がある。 

  これが、この条例案を提出する理由である。 
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